
Agilent 81134A
パルス／パターン・ジェネレータと
54855A Infiniiumオシロス
コープによるジッタの生成／測定

Product Note



通常のアイ・ダイアグラム測定（図3）
に加え、54855A Infiniiumオシロスコ
ープではさらに詳細にジッタを解析
することができます（図4）。ジッタを
タイム・ドメインと周波数ドメイン
で表示できるため、デザイン内の不
要なジッタを簡単に見つけることが
できます。

必要な測定器：
• 81134Aパルス／パターン・ジェネ
レータ

•アクセサリ付き54855A Infiniiumオ
シロスコープ

• 33250A任意波形発生器
• 15435A 遷移時間コンバータ（150ps）
• SMAケーブル、SMA-BNCアダプタ

81134Aは、あらゆる種類のデータや
クロックにジッタを追加でき、回路
（例えば、データ・レシーバやクロッ
ク・リカバリ回路）のジッタ耐力のテ
ストに便利です。54855A Infiniiumオ
シロスコープは、ジッタの測定と評
価が可能です。ジッタの詳細を知る
ことにより、ジッタの解析とデバッ
グが簡単になります。

81134Aは高速データ信号の生成だけ
でなく、信号にジッタを追加するこ
とにより、被試験デバイスのストレ
ス・テストにも使用できます。図1と
図2はジッタを付加した場合としない
場合の2.5Gb/sデータ・ストリームの
アイ・ダイアグラムを示しています。

図1：「元の」データ・ストリーム

図3：通常のアイ・ダイアグラム測定

図2：ジッタが付加された信号

図4：54855のジッタ測定

2



設定内容の保存
• “Main”画面では、“Store”ソフトキー
で設定内容を9個まで不揮発性メモ
リに記憶でき､“Recall”ソフトキーで
それらを呼出すことができます。

•メモリ"0”を呼出すとデフォルト値
が呼出されます。

33250Aのセットアップ
振幅が250mVppの50MHz正弦波を出
力するように設定します。
• “Freq”ソフトキーを押します。
•数値キー・パッドで周波数として
「50」を入力します。

• “MHz”ソフトキーを押して、周波数
の単位を選択します。

• “Ampl”ソフトキーを押します。
•数値キー・パッドで「250」を入力
します。

•「mVpp」ソフトキーを押して、振
幅の単位を選択します。

測定器の接続およびセットアップ方
法（図5参照）
ケーブルを外したり／接続したりする
前に、81134Aの出力チャネルがオフ
になっていることを必ず確認してく
ださい。
• 33250Aの出力を81134Aのチャネル1
の遅延制御入力に接続します（BNC-
SMAアダプタを使用）。

•遷移時間コンバータをオシロスコー
プのチャネル1に接続します（オシロ
スコープのSMAアダプタを使用）。

• 81134Aチャネル1出力を遷移時間コ
ンバータに接続します。

• 81134Aトリガ出力をオシロスコー
プのチャネル2に接続します。

• 3つの測定器の電源をオンにします。

81134Aのセットアップ
• “Channel 1”画面に移動し、出力周波
数を2.5GHzに設定します。

•出力モードをNRZパルスにし、PRBS
を26－1に設定します。

•レベルを、“High”を1Vに、“Low”を
－1Vに設定します。

• “Delay Ctrl Input”を250psに設定し
ます。

• “Aux”画面を選択してトリガ出力レ
ベルの“High”を1Vに、“Low”を－1V
に設定します。

•トリガ出力モードはドロップダウ
ン・メニューで“Pulse”を選択します。

•ここで、各画面の設定値は右図の
ようになります。

•トリガ出力とチャネル1出力をオン
にします。各画面は図6と図7のよ
うになります。

•入力コネクタの近くのキーを押し
て遅延制御入力をオフにします。

33250A
任意波形発生器 

81134A

Infiniium
54855A

チャネル1 チャネル1 チャネル2

トリガ出力 

遅延制御入力 

15435A遷移時間 
コンバータ 

図6：81134Aのセットアップ

図7：81134Aのセットアップ

図5：測定器のセットアップ方法
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Infiniium 54855Aでのアイ・ダイア
グラムの表示
• 81134Aの出力をオンにします。
•オシロスコープの設定：

- オシロスコープを“Default
Setup”します。
- “Auto Scale”を押します。
- チャネル2の表示をオフに
して、チャネル1の信号を
中央に表示します。
- ドロップダウン・メニュー
に移動し、“Setup > Display”
の順に選択します。
- “color grade”を選択して

“close”をクリックします。

このとき、オシロスコープにはジッ
タが非常に小さい理想的なデータ信
号が表示されます。以下の手順で、
81134Aの出力信号にジッタを付加し
ます。
• 81134Aの遅延制御入力をオンにし
ます。

• 33250A出力をオンにします。
•画面をリフレッシュするには、オシ
ロスコープの“Clear Display”を押し
ます。

81134Aの遅延制御入力の信号を使っ
て、2つのチャネルを変調することが
できます。図9に示すように、入力信
号によって遅延時間が決まります。感
度は、25ps/500mVまたは250ps/500mV
のいずれかを選択できます。たとえ
ば、250mVの電圧では、125psまたは
12.5psの遅延が生じます。

変調信号が異なると、ジッタのパタ
ーンも異なります。

信号品質についての制御機能として
「可変クロスオーバ・ポイント」があ
ります（図10）。
• 81134Aの“Channel 1”画面で、遅延
制御をオフにします。

• “var. Crossover”をオンにします（周
波数ディバイダの設定の下にあり
ます）。

図8：Infiniium 54855Aでのアイ・ダイアグラムの表示
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図10：可変クロスオーバ・ポイントによるアイ・ダイアグラム
表示

図9：±250psと±25psに設定した場合の、遅延制御入力での変調
された遅延（ジッタ）と電圧レベル
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オシロスコープのジッタ・ウィザー
ドによるジッタの特性評価
直前のアイ・ダイアグラム測定の設
定をそのまま使用します。
• 81134Aのトリガ出力をオフにします。
•可変クロスオーバをオフにします。
•オシロスコープの設定：

- オシロスコープを“Default
setup”にします。
- “Auto Scale”を押します。
- 必要に応じて、チャネル2
の表示をオフにします。
- クリッピングしないように、
大きな信号に合わせて垂直
軸を調整します。

•このとき、表示は図11の画面のよ
うになります。

PCI Expressのようなシリアル・バス
をシミュレートする場合には、2.5GHz
のシリアル・データ・ストリームを
使用します。これらのデザインには、
ジッタ特性の知識が必要です。この
知識により、デザインにジッタ耐性
があるかどうかが分ります。ジッ
タ・セットアップ・ウィザードを使
用すると、TIEジッタ測定の設定と解
析、振幅解析、時間およびスペクト
ル特性の解析、TIEジッタ解析が簡単
に行えます（TIEとは、ジッタやドリ
フトがない理想的なクロック信号に
対するデータ・ビット・エッジの時
間変動です）。

図11：オシロスコープのジッタ・ウィザードによるジッタ
特性の測定

•セットアップ・ウィザードを使用
してジッタ測定をセットアップし
ます。
- ドロップダウン・メニューで、

“Measure > Jitter > Jitter Setup”の順
に選択します。
- “Jitter Setup Wizard”を選択して、
ダイアログ・ボックスを一通り読
んで“Next”をクリックします。
- “Maximum Sample Rate”にして、

“Next”をクリックします。
- “Select Jitter Measurement”をクリッ
クしてオンにします。
- “Time Interval Error（TIE）> TIE
Data”の順に選択します。
- インターバルまたは秒のいずれか
の単位を選択して、“Next”をクリ
ックします。
- “set 50% of Vpp”をクリックし、ジ
ッタのしきい値交差を設定します
（これにより、シングルエンド信
号では一般的な、波形の50%ポイ
ントからジッタを測定するように
オシロスコープが設定されます）。
“Next”をクリックします。
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- 次の画面ではヒストグラム（統計
表示）とトレンドを表示するよう
にします。トレンドは、クロック
信号と相関した時間を表示できま
す。これは、TIEの振幅や「形状」
を観察したり、別の信号からのク
ロストークなどの他の信号に対し
てTIEジッタを相関させたりする
場合に便利です。
- 発生しているすべてのジッタ周波
数を観察するために、スムージン
グをオフし、スペクトラムをオン
にします。
- “Finish”、“Close”の順でクリックし
ます。



81134Aで遅延変動をオンにした後、オ
シロスコープのタイムベースを調整
して、ジッタのトレンド表示（図12）
で遅延変調機能の形状を表示します。
また、33250Aで正弦波から方形波に
変更すると、ジッタ測定の結果も変
化します（図13）。
最良の結果を得るには、オシロスコ
ープをシングル・ショット・モード
に設定し、画面をクリアした後、再
度、測定を実行して、画面を更新し
ます。

測定の解析：
•画面の2番目のトレースはTIEのヒ
ストグラムです。画面下部のヒス
トグラムのタブをクリックすると、
p-pジッタ測定などの統計データが
表示されます。2モードのヒストグ
ラムはTIEが本来、デターミニステ
ックであることを示しています。

• 3番目のトレースでは、TIEの時間
変化を示しています。これは、デ
ターミニステック・ジッタの性質
（例えば、正弦波）を明確に示して
います。また、このトレースでジ
ッタの周波数を測定することがで
きます。

•デターミニステック・ジッタが小
さ過ぎて見えなかったり、複数の
周波数で構成されている場合もあ
ります。この場合は、最下段のト
レースで示されるジッタのスペク
トラムが有効な診断ツールとなり
ます。

図12：遅延制御入力が正弦波のときのジッタのトレンド表示

図13：遅延制御入力がパルスのときのジッタのトレンド表示

6





関連カタログ カタログ番号

• Agilent Technologies 81133A and 5988-5549EN
81134A, 3.35 GHz Pulse-/Pattern 
Generators, Data sheet

• 3.3GHz パルス／パターン・ジェネレータ、 5988-5935JA
Photocard

• 54850シリーズ・オシロスコープ、 5988-7976JA
InfiniiMax 1130シリーズ・プローブ
Data sheet

•シグナル・インテグリティ・ソリューション、 5988-5405JA
Brochure

•ディジタル回路のためのジッタ・ソリューション、 5988-8427JA
Brochure

詳細については、www.agilent.com/find/jitterをご覧ください。

サポート、サービス、およびアシスタンス

アジレント・テクノロジーが、サービスおよびサポートにおいてお約束できることは明確です。リ
スクを最小限に抑え、さまざまな問題の解決を図りながら、お客様の利益を最大限に高めることに
あります。アジレント・テクノロジーは、お客様が納得できる計測機能の提供、お客様のニーズに
応じたサポート体制の確立に努めています。アジレント・テクノロジーの多種多様なサポート・リ
ソースとサービスを利用すれば、用途に合ったアジレント・テクノロジーの製品を選択し、製品を
十分に活用することができます。アジレント・テクノロジーのすべての測定器およびシステムには、
グローバル保証が付いています。製品の製造終了後、最低5年間はサポートを提供します。アジレ
ント・テクノロジーのサポート政策全体を貫く2つの理念が、「アジレント・テクノロジーのプロミ
ス」と「お客様のアドバンテージ」です。

アジレント・テクノロジーのプロミス

お客様が新たに製品の購入をお考えの時、アジレント・テクノロジーの経験豊富なテスト・エンジ
ニアが現実的な性能や実用的な製品の推奨を含む製品情報をお届けします。お客様がアジレント・
テクノロジーの製品をお使いになる時、アジレント・テクノロジーは製品が約束どおりの性能を発
揮することを保証します。それらは以下のようなことです。
● 機器が正しく動作するか動作確認を行います。
● 機器操作のサポートを行います。
● データシートに載っている基本的な測定に係わるアシストを提供します。
● セルフヘルプ・ツールの提供。
● 世界中のアジレント・テクノロジー・サービス・センタでサービスが受けられるグローバル保
証。

お客様のアドバンテージ

お客様は、アジレント・テクノロジーが提供する多様な専門的テストおよび測定サービスを利用す
ることができます。こうしたサービスは、お客様それぞれの技術的ニーズおよびビジネス・ニーズ
に応じて購入することが可能です。お客様は、設計、システム統合、プロジェクト管理、その他の
専門的なサービスのほか、校正、追加料金によるアップグレード、保証期間終了後の修理、オンサ
イトの教育およびトレーニングなどのサービスを購入することにより、問題を効率良く解決して、
市場のきびしい競争に勝ち抜くことができます。世界各地の経験豊富なアジレント・テクノロジー
のエンジニアが、お客様の生産性の向上、設備投資の回収率の最大化、製品の測定確度の維持をお
手伝いします。

September 30, 2003
5988-9411JA 

0000-00DEP

電子計測UPDATE

www.agilent.com/find/emailupdates-Japan

Agilentからの最新情報を記載した電子メールを無料でお送りします。


